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訪問調査日 令和6年2月20日

田畑に囲まれた自然豊かな環境で、近所には保育園があり子ども達の元気な声が聞こえてく
る。昨年より交流の機会が増え、ホームの広い芝生の庭は天気のいい日には子ども達の遊び
場となり、一緒に庭にて交流している。保育園の行事のハロウィン、発表会時には来ホームして
もらい子ども達の歌や踊りを楽しみにしている。敷地内の畑では四季折々の旬の野菜を育て、
収穫した新鮮な野菜は食卓に並べられ美味しく味わっている。地域との交流を重視し保育園や
地域の行事に参加し又、四季を感じて頂く為に桜やつつじ、紫陽花見学等を計画し外出する機
会を設けている。全職員が理念や運営方針を十分把握し又、認知症ケアを中心とした研修の機
会を設け振り返りと学びを日々実践し継続してケアに活かせるよう努力している。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
昔ながらの田畑が広がる事業所での生活は穏やかであり、四季折々の景色の変化、庭の木花
は喜びを感じることができます。今年は、コロナ５類移行後少しずつではありますが、近所の保
育園から、行事だけでなく日常的な遊び場として事業所の庭への訪問があり、子ども達を見守
り、交流する姿が再開しています。入居者の身体状況は様々ですが、今持つ力をなるべく持続
させるため、また安全に配慮した取組みがなされており、食事時間にはゆっくりと食事ができる
ようできるだけ箸を使って頂いたり、「眠れなくなった」の訴えに対し「元になっていること」を考え
検討したりと、具体的なケアの状況がありました。法人による職員研修や育成にも力を入れてお
られ、職員面談でも風通しの良い働きやすい環境である様子が聞かれました。
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

3. たまに

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

59



グループホーム　清陽

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

毎朝、朝礼にて法人の理念、清陽理念、地
域との係わりを示すサブ理念、運営方針を
全職員で振り返りを確認する為に唱和し、理
念の共有を図り意識を高めている。入居
時、利用者、家族等に説明したり、運営推進
会議の中で紹介したり、新規採用時にも研
修にて説明している。1回/月の内部研修で
も理念を念頭におき行っている。

法人理念・事業所理念は毎日の唱和の他、事業
所パンフレットにも掲載し、運営推進会議等でも地
域・家族等へも共有している。法人内での職員異
動の際には事業所理念の説明も行っている。理念
を踏まえ、職員の働きやすさは入居者へも返すこ
とができるとの思いで職員にも伝えている。

近所の保育園のマラソン大会、どんどや等
行事がある場合個々の体調及び、事業所の
判断、その時の状況にて建物の中からの見
学や庭からの見学にて参加している。又、保
育園の子供たちの遊び場として庭を開放す
る事で、利用者と日常的に交流する環境が
整っている。

コロナ５類移行後、少しずつではあるが地域
や近隣事業所のイベントも再開しており、触
れ合う機会も増えてきた。散歩の際には近隣
住民と会うこともあり、挨拶を交わしている。
保育園児が庭に訪れる機会も多く、行事だけ
でなく、日常的な交流が普段の生活である。

保育園の行事に参加し子ども達の父兄との
交流や、庭や周辺の散歩にて地域の方と挨
拶からの会話を促している。ホームを開放
する事で見学や雰囲気を味わってもらい認
知症の方を理解していただけるよう取り組ん
でいる。

6回/年開催し、ホームでの活動や職員研修
内容、清陽の動き（入・退居、平均介護度、
平均年齢、介護機器等）の報告や認知症に
係る現状や課題（ヒヤリハット）を話し合った
りしている。昨年より、少人数の対面式で
行っており委員の方との意見交換を行い朝
礼等の中で話し合いサービスの改善や向上
に努めている。参加できない方には資料を
郵送している。

昨年夏より対面で再開した運営推進会議では理
念・事業所の取組みや入居者の状況、課題・ヒヤ
リハット、職員の研修情報等も報告している。運営
推進会議では法人代表も参加しており、、行政・地
域・事業所との意見交換も行っている。ヒヤリハッ
ト報告等では入居者情報はイニシャルで伝えプラ
イバシーにも配慮している。感染症対策を行いな
がらの開催ではあるが、状況によっては書面によ
る報告の場合もある。

2 ページ 九州評価機構　令和５年度



グループホーム　清陽

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

課題や疑問点がある時は、市町村へ出向い
たり電話やメールにて質問したり、運営推進
会議にて随時担当者の意見等を聞いてい
る。又地域密着型サービス連絡会の研修の
中で行政からの話を聞く機会に参加してい
る。ケアマネジャーは認知症サポーター養
成講座のキャラバンメイトとして市の研修に
参加したり地域包括支援センターとも協力
関係を築いている。

運営推進会議へは市役所及び包括支援セン
ターからの参加がり、日常的な運営の中での
報告・連絡・相談は密に行っている。県・市や
包括支援センター等主催の会議や研修会に
も参加している。地域の困り事等の相談や地
域包括支援センターからの依頼・相談等があ
る場合には協力し対応を共に検討している。

地域密着型サービス連絡会の「身体拘束に
ついて」の研修や八代市主催の「権利擁護
研修会」等の研修を受け、内部研修で全職
員が正しい理解を深め身体拘束をしないケ
アを実践し周知徹底している。1回/3ヵ月身
体的拘束適正化検討委員会を開き家族、民
生委員、市職員、包括職員、法人理事、職
員で話し合っている。

地域密着型サービス連絡会や県・市で代表職員
が受講した研修内容は職員研修で全職員に周知
している。身体拘束適正化検討委員会は運営推
進会議と共に開催している。現在は事例は見られ
ず、職員対応で検討している。特に職員から入居
者への言葉遣いには配慮しており、研修時には例
を挙げ、他の職員の不適切な声掛けを感じた際に
自ら振返り反省しているかを問い、良いケアのた
め職員間のコミュニケーションを図り、疑問点は話
合いを重ねることで業務に余裕を持った遂行に向
けた共有を行った。

地域密着型サービス連絡会の「虐待防止に
ついて」の研修に職員が積極的に出席し
又、法人の虐待防止委員会の研修にも担当
職員が参加し内部研修にてチェックリストを
使用し振り返る事で周知徹底している。又、
管理者は職員に対して事業所内での言動に
変化が無いか声をかけて精神面への配慮
を行っている。

職員に個々のスキルアップを図る為に外部
研修へ積極的に参加する事を促し、内部研
修にて意識の統一を図り職員全員へ周知さ
せている。成年後見制度についても研修に
参加して理解できるように促している。

3 ページ 九州評価機構　令和５年度



グループホーム　清陽

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

契約に関しては利用者や家族等にホームの
理念や１日の流れ等を説明し、要望を踏ま
えたケアについて話し合い、解約や改定等
についても詳しく説明して充分に理解し納得
されるまで時間をかけて説明し同意を得て
いる。

家族等の面会時利用者と玄関先で感染予
防し話をする機会を促したり、管理者が家族
等に気付いた事がないか聞き出し、家族等
からの要望を朝礼等で話し合い、いつでも
対応できるよう利用者の状況を把握してい
る。必要時に利用者、家族等から早期の相
談と報告ができるように苦情担当者を掲示
しいつでも対応できるようにしている。又、家
族等が匿名で利用できる「意見箱」を設置し
たり、運営推進会議にて意見を伺う機会を
設けている。遠方の家族等とはラインやビデ
オ通話にて対応している。

入居者家族の面会や事業所からの電話連
絡・報告等を機会に意見・要望を確認してい
る。内容は朝礼や職員会議で共有し、対応を
行っている。運営推進会議にも家族の参加
があることから、意見を表す機会となってい
る。事業所からの電話やLINE等で家族との
連絡を密に行うことにより、意見を表しやすい
関係作りを行っている。

管理者とは職員会議の時だけではなく毎日
の朝礼時や申し送り時等に随時職員より意
見、提案を出すように普段から何でも言い合
える職場環境作りをしている。代表者とは1
回/月の法人全体の会議により意見、提案
を出し話し合っている。感染状況に応じズー
ム会議の時もある。又、1回/半年の自己評
価時意見、要望を書く欄を設け意見を取り
上げている。法人全体で職員対象の「権現
サポート」が相談窓口として設置されてい
る。

管理者が常駐していることから、職員はいつ
でも管理者へ意見や提案を伝えることが出
来る体制である。毎日の朝礼の他、内部研
修でも集まる機会がある。管理者は毎月の
法人全体会議、運営推進会議の他随時代表
に事業所の状況を伝えている。職員は年２回
管理者からの個人面談の機会もあり、法人
全職員を対象にした電話相談窓口が設置さ
れている。

１回/半年、自己評価及び上司評価を行い
目標を設定させ達成度や振り返りを確認し、
管理者が面談をして職員個々の努力を把握
できるようにしやりがいがもてるように努め
ている。

4 ページ 九州評価機構　令和５年度



グループホーム　清陽

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

外部研修等で希望者を募り勤務を優遇して
職員の意欲を引き出したり、全職員に声か
けし参加しやすい環境を作っている。法人全
体の新人研修や救命救急の研修、又、挨
拶、接遇の研修に参加できるように配慮して
いる。

地域密着型サービス連絡会の実施する研
修に職員が積極的に参加し、認知症ケアに
役立て又、他のホーム職員と交流を図り意
見交換を行っている。又、交流会が1回/年、
予定され管理者、職員が参加し交流を図っ
ているが現在はコロナ過にて控えている。

相談があったら、担当ケアマネージャーに連
絡を取り、入院先や自宅や施設等を訪問し
面接を行っている。本人、家族等にホームを
見学しに来て頂き、希望や要望を聞いて
又、利用しているサービス事業所があれば
関わりのある職員に情報提供をしてもらい
信頼関係を築いている。

家族等の要望を確認する為何度も相談に応
じている。グループホームの役割や理念を
認識してもらう為にホームの見学時に生活
環境のチェック等を行い、同時に要望や不
安な所を受け止め検討、改善し信頼関係を
築いている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

現時点での本人と家族等の状況を見極め、
他のサービス事業所の情報も提案しながら
面談している。満床時受け入れが困難な場
合でも、家族等に負担がかかっている事を
考慮しすぐにでも利用できるサービス事業
所や施設の紹介に努めている。

職員は日常生活の中で利用者の培ってきた
英知を日々学んでいると言う姿勢で人生の
先輩であり喜怒哀楽を共にし本人から学ん
だりして尊厳を尊重し互いに支えあう関係を
築いている。

毎月担当者から手紙を送付したり、2か月に
１回ホームでの様子の写真やお知らせを載
せた新聞を発行したりする事で、家族が利
用者の生活状況を把握し、共に支えていく
関係作りに努めている。現在、玄関先にて
の面会となっているが今後体調確認の上、
居室へ案内し家族との時間を設けたり、
ホームの行事や地域の行事には、家族も参
加し、楽しい時間を過ごす事で良い関係が
深まるよう支援していきたい。

入居後も感染状況に応じ家族の希望を踏ま
えて一緒に以前からのかかりつけ医に受診
したり、利用者の家族や親戚だけでなく、知
人の面会にも出来るだけ対応しこれまで関
わってきた馴染みの関係が継続できるよう
努めている。それにより、職員が利用者の
以前の生活ぶり等を聞き出しやすい環境が
整っている。

この数年コロナ禍で気軽な外出や面会受入れが
難しい状況であったが、家族との面会受入れ一時
帰宅等の支援は継続している。家族と通院される
入居者もおられ、毎週のように面会に見える家族
もおられる。事業所周辺は自然豊かな木花も多
く、散歩の際には思い出話や季節のこと等、入居
者のこれまでの生活を大切にした話題作りも行っ
ている。

コロナ禍で以前のような生活の継続が難
しい状況もある中、できるだけ家族との関
わりを支援し、感染症を心配しながらも一
時帰宅をされた取組みも聞かれました。職
員面談でも今年はドライブも再開したいと
の希望も聞かれました。是非実現されるこ
とに期待します。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

利用者一人ひとりの性格を含めた関係を把
握した上で食堂のテーブルを一緒にしてい
る。自然と気の合う利用者同士の関わりに
は、職員は傍らで見守り、コミュニケーション
が取りにくい利用者の間には職員が自然に
寄り添い、レクリエーションや会話等して孤
立されないよう努めている。

退居後、他の施設へ移られたり入院された
時は、施設や病院へ出向いたり、電話で相
談等必要とされる利用者や家族へは、随時
話を聞いたり、助言にて対応している。

日々の会話や行動の中で、利用者の希望
や意向を汲み取るように心がけ又、家族等
の面会時にも以前からの利用者の意向を聞
いている。担当職員にて利用者個別のケア
プラン立ち上げシートを作成し、全職員が把
握できるよう努めている。

入居者の意向や思いは日頃の職員の寄り添いで
日々把握しており、家族の意向は面会や連絡時
により確認している。担当職員による入居者への
日々の課題や気付きを記すケアプラン立ち上げ
シートを用い、「担当者」による「入居者を見る」こ
とを大切にし共有している。

利用者や家族等にこれまでの暮らしぶりを
聞き、以前のケアマネージャーにも、サービ
ス利用歴を確認している。それらを基に、担
当職員によりケアプラン立ち上げシートの作
成を行って、全職員がその人らしい暮らしぶ
りを把握した上で、ケアに取り組めるよう努
めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

毎朝のバイタルチェックと夕方の検温を行い
身体状態を把握し対応している。呼吸器系
疾患の利用者には加湿器を設置して対策を
行っている。又会話や表情、動作にて精神
面の状態も把握している。その人らしく過ご
せるように、洗濯物やエプロンたたみ等本人
の役割りとして出来る事を見つけ出し、出来
ないところはさりげなく支援している。

利用者、家族等に介護に対する要望や今の
課題を話し合った上で、問題点や解決策を
導き出し主治医にホームでの現状を報告し
又、主治医から助言してもらい介護計画を
作成している。　プランの見直しは更新時は
勿論の事、状態に変化が生じた時はその都
度、担当職員はケアマネージャーに相談し、
本人・家族等と一緒にケアプランの変更を
行っている。

介護計画は、長期目標１年、短期目標半年を
基本とし、定期的な評価・見直しを行い、入居
者の状況の変化により現状に即した介護計
画となるように見直ししている。介護計画作
成・見直しの際には医師等の意見も得、入居
者・家族の意向も反映している。担当者会議
には家族も参加する。入居者の「眠れない」
等の訴えについては、その原因・元になる背
景まで考え、解決に向けた支援を行ってい
る。

ケアプランのサービス内容に基づき、日々
の様子・変化・行動等の気づきを支援経過
記録に記入し、業務日誌にて情報伝達を全
職員で行い、介護計画へ反映させている。
離苑や転倒の突発的な事態が生じた場合
には、直ちに緊急会議を開き、対策等につ
いて話し合いをしプランに反映している。

本人、家族等の要望に答えるよう努めてい
る。　受診の送迎、付き添いや入退院時の
送迎への支援など、本人・家族等の状況・要
望に応じて柔軟に対応している。本人が医
療が必要な時は家族等に相談し訪問看護
を利用し又、看取りの時にも訪問看護を利
用している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

民生委員の方には、２、３ヶ月に１度行って
いる運営推進会議に参加して頂き地域の情
報を聞く機会を設けたりして、地域の方々に
協力を得ながら、利用者を支援している。
又、近隣の保育園の行事にも参加し、園児
の父兄さんとも交流し楽しく過ごしている。

利用者の入居前からのかかりつけ医と連携
し、状態など密に連絡を取り合い対応してい
る。又、利用者の状態に応じ、いつでも往診
可能な体制を確保し訪問看護等を利用し支
援している。入居者の中には、状況に応じ歯
科往診による口腔ケアや治療を受けてい
る。

入居以前のかかりつけ医の継続した受診を
支援している。現状は協力医への通院が殆
どではあるが、それぞれに合わせて支援を
行っており、家族に協力頂き通院する入居者
もおられる。希望・必要により、歯科医往診に
よる口腔ケア・治療もある。入居者の身体状
況によっては訪問看護等も利用できる。

契約している訪問看護師が週１回来ホーム
し利用者の身体状態を一人ひとり確認して
処置等行い又、看護・介護職員が異常や気
づきを報告し対応策を助言・指示をしてもら
い２４時間連絡が取れる体制を取っている。

入院後、定期的に症状を把握する為に電話
で地域連携室や家族等に聞き情報収集に
努め早期退院できるようにしている。

本人・家族等・かかりつけ医・訪問看護と一
緒に早い段階から話し合い職員には内部研
修等にて不安感を取り除き周知徹底してい
る。又、家族から意思確認書を書いてもらい
カルテに綴じ、全職員がすぐ確認できるよう
にしている。その人らしく過ごしていただける
ようかかりつけ医・訪問看護・家族等と密に
連携を取っている。

入居時に重度化や終末期に向けた方針や事
業所の対応について説明し、意思確認を行っ
ている。入居者の状況によっては訪問看護も
受入れており、医療機関・家族他関係者と連
携し、話合いを重ねながら支援を行ってい
る。

9 ページ 九州評価機構　令和５年度



グループホーム　清陽
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己

外
部
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34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

外部研修に参加し内部研修にて全職員が
緊急時に適切な対応ができるよう周知徹底
している。又、緊急時対応マニュアルや利用
者個人の緊急連絡先を作成しすぐに対応で
きるようにしている。

業務継続計画（BCP)を作成し、災害時の必
要物品を保管し全職員が把握できるように
している。地震訓練や洪水時避難訓練を行
い又、年２回、昼・夜を想定した消防訓練も
実施し、点検委託業者の指導にて、消防署
の協力の下行っている。緊急時には職員と
地域で連携し災害に備えている。

年２回（昼夜想定）の消防避難訓練の他、地
震時の机上訓練、洪水時避難訓練も行って
いる。事業所近くには川も近くにあることか
ら、台風・大雨時についての対策も必要と検
討している。地震については、熊本地震で被
害を受けた職員の話を共有し、備えている。
災害時備えも行っている。

利用者一人ひとりを尊重し、同じ目線で会話
したり言葉使いや対応を気を付けている。
又、朝礼や内部研修等で確認し合い、誓約
書に職員が署名し個人情報の保護を徹底
し、記録等も事務所にて保管している。

職員に対して研修を行い、個人情報保護の
制約を交わしている。職員の日頃のケアにお
いては、入居者一人ひとりへの声掛けの際に
は目線を合わせる、敬語を遣う等、具体的な
対応について共有している。

利用者に合わせ同じ目線に立ち笑顔で言葉
を受け止めている。柔らかい声で話をしなが
ら、時にはジェスチャーや筆談を交えて働き
かけ「～しましょうか？」と常に問いかけ自己
決定ができるように促している。自己決定で
きない利用者についても、声かけし意思を尊
重するようにしている。

利用者個人個人のペースを把握した上で、
毎日希望を伺いケアを実践している。利用
者の思いや希望を尊重している為、食事・入
浴・就寝・起床時間等は利用者によって異な
る時間帯となっている。
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己
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項　　目
自己評価

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

服装は意思決定が出来る利用者は決めて
もらい、支援が必要な方については毎回意
思確認している。髪のカットについては美容
師が来ホームし対応している。髪型や長さ
等本人や家族の希望を聞いて行っている。
又、外出や行事の際も、その時に合わせた
服装やおしゃれができるよう支援している。

ホームの庭にある畑の野菜を使うなど、季
節の物を揃えバランスの摂れた献立を立て
調理に活かしている。きざみ食の利用者に
は献立の説明を行い提供し、介助が必要な
利用者には本人のペースに合わせスプーン
の大きさやグリップの種類を検討し対応して
いる。出来るだけ自力摂取を促し困難時に
は本人の了承を得て介助している。食事を
一番の楽しみにされている方が多い為声掛
け、会話を取り入れて楽しい食事時間となる
ようにしている。

法人管理栄養士による関連事業所の献立を
利用し、事業所職員の手作りの食事を提供し
ている。事業所内での食事作りの良さも感じ
ており、畑の旬の野菜も取り入れた食事であ
る。介護度が高い入居者も食事時間は食堂
に出向き、できるだけ箸を使い、ゆっくりと入
居者のペースでの食事となるよう支援してい
る。箸を使うことが難しい入居者には、ムセや
飲み込み状況によってはスプーンの大きさ等
を変え、できるだけ自力で食事ができるよう
支援を行っている。

管理栄養士の指導の下、バランスの摂れた
食事を、一人ひとりに合わせた形態にし提
供している。自力にて摂取できない利用者
には本人のペースにて食事介助し全量摂取
を促し、水分にてムセられる利用者には嚥
下補助食品を利用したり、水分補給はお茶
のみではなくポカリや紅茶等嗜好飲料にて
対応している。食事・水分摂取量はその都
度チェックシートに記入し、一日のトータル
量の確保を把握している。
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グループホーム　清陽

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

起床時、毎食後、口腔ケアの声かけを行っ
ており自力にてできる所は本人に任せ出来
ない所を支援している。義歯洗浄剤を使用
して、口臭が気にならないよう配慮し又、必
要な方は定期的に歯科往診を依頼し、歯の
清掃、歯周病の治療等、専門的な口腔内ケ
アにて清潔保持に努めている。嗽が出来な
い利用者には歯磨きティッシュやスポンジブ
ラシを使用し口腔ケアを行っている。

尿意、便意があるものの訴える事が出来ず
に立ち上がったり、車椅子を動かしたりする
利用者には声掛け確認しトイレご案内する。
尿意・便意がない利用者に対しては排泄パ
ターンを把握した上で定時のトイレ案内をし
ている。昼間はトイレを活用し、夜間はパット
交換の利用者以外はポータブルトイレやトイ
レに案内している。

日中は、できるだけトイレでの排泄となるよ
う、言葉だけでなく仕草や様子にも配慮して
いる。夜間は入居者それぞれの身体状況に
合わせ、ポータブルトイレの利用もある。ポー
タブルトイレを使用される居室では、日中、廊
下から見えない場所に置く等、プライバシー
への配慮もある。

日々の便秘予防として、野菜を多く取り入れ
た食事を提供したり、ヨーグルトバナナ等乳
製品の提供や、細めな水分補給を行ってい
る。トイレに座る習慣が出来るような環境作
り、適度な運動（廊下にて散歩等）も取り入
れ、腹部マッサージや腹部をホットタオルで
温める等行いながら支援している。又、身体
機能によって自力での排泄が困難な利用者
に対しては、定期的に緩下剤を使用し、又
看護による敵便を行い支援している。

利用者の状態や入浴前のバイタル確認を行
い安全で要望に沿った入浴をすることが出
来る。ゆっくり入浴して頂く為に入浴時間に
ついては、利用者一人ひとりの希望を聞い
たり状態に合わせ気分転換と清潔保持に努
めている。入浴拒否の利用者も職員を変え
たり時間や日にちをずらしたりして対応して
いる。

週２回の入浴を基本とし、入浴時間等はそれ
ぞれに合わせ、ゆったりと過ごして頂くよう支
援している。現在は介護度の高い入居者が
増えたこともありシャワー浴も多くなったが、
足浴を取り入れたりリクライニングチェアを利
用したりと、できるだけ浴室を利用し、清拭に
頼らない清潔保持に努めている。
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グループホーム　清陽

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

昼間の活動が夜間の安眠につながるという
考えの下で、通常は散歩したりレクレーショ
ンやテレビ体操をする事で生活リズムの確
立を図っている。車椅子にて長時間過ごさ
れる利用者に対しては臥床を促し、昼寝す
る時間を提供して居室だけでなくゆっくり寛
げるソファーなども利用して、気持ちよく過ご
せるよう支援している。

一人ひとりの薬の服用についてはかかりつ
け医の処方箋を全職員が薬剤情報紙にて
把握している。１回に複数の薬を服薬される
利用者に対しては、薬袋に薬名をつけ、薬
が見分けやすいよう配慮している。錠剤が
内服困難な利用者については潰しで処方し
てもらっている。誤薬を防ぐ為に二重チェッ
ク、三重チェックを行い利用者の前で名前を
確認して与薬し、内部研修にて薬剤につい
ての勉強会も行っている。

利用者が、洗濯物・エプロンたたみや洗濯
物干し等これまでの本人の日常生活の役割
を自然に継続できるよう取り組んでいる。
又、家族等が嗜好品を差し入れしたり、誕生
日にはケーキや花やプレゼントを持参され
たりする。担当職員で嗜好品を個人購入し
たりして提供し喜ばれ気分転換にもなってい
る。

気候がいい日は庭での日光浴や散歩は日
課であり、保育園の行事等にも可能な限り
見学している。花見等外出の機会を設け、
又お正月には自宅にて家族等と過ごし気分
転換を図って頂けるように協力してもらって
いる。

コロナ禍であったことに加え、現在の入居者
の身体状況も高くなっていることから、計画に
よる揃っての外出等は難しい状況であるが、
近隣の散歩や庭に出ての日光浴は日常的で
ある。自然豊かな環境であり、散歩時には季
節の木花を楽しんだり、ユニット間の交流も
ある。家族協力のもと一時帰宅も見られる
等、個別支援にも取組んでいる。
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グループホーム　清陽

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

個人の必要経費は全利用者が事業所の立
替にて対応している。依頼があれば希望や
要望に応じ担当の職員が買い物を代行して
支援している。

利用者からの要望があればいつでも家族等
へ電話をし安心されるように支援し、手紙や
年賀状等のやり取りも支援している。毎週、
面会がある利用者もいる。

建物の周りは垣根で囲まれ緑が豊富であ
る。西日が当たる食堂は日よけのシェードを
設置し直射日光を防いでいる。空気清浄機
にて湿度を確認し又、花を飾ったり、季節の
レイアウトにて居心地よく過ごせるよう配慮
し、ゆとりのある生活が楽しめる空間作りに
取り組んでいる。

ゆとりある広さの廊下は、車椅子利用の入居
者も安全に移動できる。トイレも多くあり、車
椅子でも余裕を持って利用できる造りであ
る。食堂には食卓の他、畳スペースもあり、
思い思いの場所で過ごすこともできる。

食堂は、ソファやテーブルの配置に気を配
り、一角には、足を伸ばしてゆっくりできる畳
スペースを設け共用の場でも一人の空間を
保てる配慮を行っている。又、気の合う利用
者と集える談話室もあり、居場所作りの工夫
に努めている。

利用者、家族と相談することで要望に沿った
利用者の生活スタイルに合うものへと、臨機
応変に対応している。できるだけ本人の使
い慣れた家具や写真など馴染みの物を家
族に自由に持ち込んでもらっている。

入居時に以前からの馴染みのある生活用品の持
ち込みを依頼している。窓から見える田園風景で
は四季を感じることもできる。居室入り口には入居
者それぞれの目印も見られる。消耗品やポータブ
ルトイレは廊下から直接見えないよう置き場所に
も配慮している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

ホーム内は、利用者が自立した生活を送れ
るようトイレや浴室だけでなく、廊下など全
周にわたり手すりを設置している。　又、本
人の居室がわかりやすいよう、居室ドアなど
にぬいぐるみ等をかけて工夫している。又、
言葉掛けや対応の仕方も利用者が混乱しな
いように一人ひとりに合わせて行っている。
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　　↓該当するものに○印

項　　目
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　　↓該当するものに○印

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

3. たまに

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが
2. 利用者の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 少しずつ増えている

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

1. ほぼ全ての職員が

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

59



グループホーム　清陽

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2）
○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3
○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

毎朝、朝礼にて法人の理念、清陽理念、地
域との係わりを示すサブ理念、運営方針を
全職員で振り返り確認する為に唱和し、全
職員で理念の共有を図り意識を高めてい
る。利用者、家族等に説明したり、運営推進
会議の中で紹介したり、新規採用時にも研
修にて説明している。1回/月の職員会議で
も理念を念頭に置き話し合いを行っている。

近所の保育園のマラソン大会、どんどや等行事
がある場合個々の体調及び、事業所の判断、そ
の時の状況にて見学にて参加している。保育園
児や近隣の子ども達の遊び場として庭を開放す
る事で利用者と日常的に交流する環境が整って
いる。

保育園の行事に参加し子供達の父兄や地
域の行事で参加している方と交流をし、ホー
ムの見学や雰囲気を味わって頂き認知症の
方を少しでも理解していただくよう取り組ん
でいる。

６回/年開催し、ホームでの活動や職員研修内
容、清陽の動き（入・退居、平均介護度、平均年
齢、介護機器等）の報告や認知症に係る現状や
課題（ヒヤリハット）を話し合ったりしている。少人
数にて会議を行い委員の方との意見交換を行い
朝礼等の中で話し合いサービスの改善や向上に
努めている。
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グループホーム　清陽

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

5 （4）
○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5）
○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8
○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

課題や疑問点がある時は、市町村へ出向い
たり電話やメールにて質問したり、運営推進
会議にて随時担当者の意見等を聞いてい
る。又地域密着型サービス連絡会の研修の
中で行政からの話を聞く機会に参加してい
る。管理者は認知症サポーター養成講座の
メイトとして地域包括支援センターとも協力
関係を築いている。

地域密着型サービス連絡会の「身体拘束に
ついて」の研修や八代市主催の「権利擁護
研修会」等の研修を受け、内部研修で全職
員が正しい理解を深め身体拘束をしないケ
アを実践し周知徹底している。１回／3ヵ月
身体拘束適正化検討委員会を開き家族、民
生委員、市職員、職員で話し合っている。

地域密着型サービス連絡会等で開催される研修
に職員が積極的に参加し又、内部研修でも繰り
返し確認する機会をもち意識統一し、日常生活で
言動に変化がないか一人ひとり観察の徹底を図
り言葉かけ等へも注意を配り精神面への配慮も
行っている。

外部研修へ積極的に参加することを促し、
内部研修にて意識の統一を図り職員全員へ
周知するようにしている。チームで話し個々
の利用者ごとに必要性を検討することで、よ
り理解を深め、個々のスキルアップにもつな
げている。また成年後見制度についても研
修に参加して理解できるように促している。

契約に関しては、ホームの理念や１日の流
れを利用者や家族に充分説明し、要望を踏
まえたケアについて話し合い、解約や改定
等についても詳しく説明して充分に理解し納
得されるまで時間をかけて説明し同意を得
ている。
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グループホーム　清陽

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7）
○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

利用者やご家族等から早期の相談、苦情等
がいつでも報告できるよう苦情担当者を掲
示しいつでも対応できる様にしている。また
ご家族が利用できる意見箱を設置、面会時
には必ず職員が付き現在の状況や思いを
話し合うように努め、また運営推進会議にて
ご家族からの意見や要望等があればできる
限り早急に対応している。
管理者は職員会議の時だけではなく随時、職員
より意見、提案を出すように普段から何でも言い
合える職場環境作りをしている。代表者とは月一
回の法人全体の会議により意見提案を出し話し
合っている。感染状況に応じリモート会議の時も
ある。半年に1回管理者と個人面談も行い、意見
や問題点を職務に反映できるようにしている。ま
た法人全体で職員対象の『権現サポート」が相談
窓口として設置されている。

半年に一度自己評価及び上司評価を行い
目標を設定させ達成度や振り返りを確認し、
管理者が面談をして職員個々の努力を把握
できるようにしてやりがいがもてるように努
めている。

外部研修等では希望者を募り勤務を優遇し
て職員の意欲を引き出したり、全職員に声
かけし参加しやすい環境を作っている。法人
全体の新人研修や救命救急の研修、また
挨拶や接遇の研修に参加できるように配慮
している。

地域密着型サービス連絡会の実施する研修に
職員が積極的に参加し、認知症ケアに役立て
又、他のホーム職員と交流を図り意見交換を
行っている。ラン伴の運営にて他事業所の管理
者と協力し成功する事ができ又、交流会が１回／
年、予定され管理者、職員が参加し交流を図って
いる。
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グループホーム　清陽

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

相談があったら担当ケアマネージャーに連
絡をいれ、入院先や自宅に本人を数回訪ね
たり見学に来て頂くなど利用までに面識を
持ち、本人の要望を聞く。又、利用している
サービスがあればかかわりのある職員に、
情報提供を依頼し、本人の要望、状態の把
握に努めている。

家族等の要望を確認する為何度も相談に応
じている。グループホームの役割や理念を
認識してもらう為に、ホームの見学時に生活
環境等のチェックを行い、同時に要望や不
安な所を受け止め検討、改善し信頼関係を
築いている。

現時点での本人と家族状況を見極め、他の
サービス機関の情報も提案しながら面談し
ている。満床時、受入が困難な場合でも、家
族に負担が掛かっている事を考慮し、すぐ
にでも利用できるサービスや施設の紹介に
努めている。

職員は、利用者の今まで培ってきた英知を
日々学んでいるという姿勢で、日常生活をで
きるだけ一緒に行うよう心がけている。又、
些細な事にも傾聴し、利用者本位の思いや
感情を受け止めることでより良い関係の構
築に繋がるよう努めている。

毎月担当者から手紙を送付したり２か月に１回
ホームでの様子の写真やお知らせを載せた新聞
を発行したりする事で、家族が利用者の生活状
況を把握し、共に支えていく関係作りに努めてい
る。現在、玄関先での面会となっているが、今後
体調を確認し、居室へ案内し家族との時間を設
けたりホームの行事や地域の行事には、家族も
参加し、楽しい時間を過ごす事で良い関係が深
まるよう支援していきたい。
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グループホーム　清陽

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 （9）
○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24
○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

利用者の家族だけでなく、知人の方の再度
の訪問も増えてきており、利用者のこれまで
関わってきた馴染みの関係を継続できてい
る。それにより、職員は知人の方からも馴染
みの人や場所等を聞き出しやすい環境が
整っている。

利用者一人ひとりの性格を含めた関係を把
握した上で、自然と気の合う利用者同士の
関わりには、職員は傍らで見守り、コミュニ
ケーションが取りにくい利用者との間には自
然に寄り添い、レクリエーションなど孤立さ
れないよう努めている。

退居後、相談等必要とされる利用者や家族
へは、随時話を聞いたり、助言にて対応して
いる。又、入院している利用者のもとへ出向
き、利用者や家族への面会も行っている。

日々の会話や行動の中で、利用者の希望
や意向を汲み取るように心がけている。思
いや意向を伝えることが難しい方は、ご家族
と改めて相談、聞き取りを行い、これまでの
暮らしぶりや生活習慣を検討するなどして、
把握に努めている。また利用者個別のケア
プラン立ち上げシートを作成し全職員が把
握できるよう努めている。

利用者にこれまでの暮らしぶりを聞き、以前
のケアマネージャーや家族等に、必ずサー
ビス利用歴を確認している。それらを基に、
「アセスメントシート」や「サービス計画書」を
作成、全職員がその人らしい暮らしぶりを把
握した上で、ケアに取り組めるよう努めてい
る。
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グループホーム　清陽

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

25

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10）
○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28
○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

毎朝、バイタルチェックと夕方の検温を行い
身体状態を把握し対応している。又会話や
表情、動作にて精神面の状態を把握してい
る。血圧に変動が見られるお客様は入浴等
の前にもバイタルチェックを行っている。そ
の人らしく過ごせるように、一日の細やかな
行動を知り、出きる事を見つけ出し、出来な
いところはさりげなく支援している。

利用者、家族と介護に対する要望や今の課
題を話し合った上で、職員間でミーティン
グ、ケアカンファレンスを行い、問題点や解
決策を導き出し、主治医にホームでの現状
を報告し又、主治医から助言してもらい介護
計画を作成している。プランの見直しは更新
時は勿論の事、状態に変化が生じた時は、
その都度、担当職員はケアマネージャーに
相談し、本人・家族等と一緒にケアプランの
変更を行っている。

ケアプランのサービス内容に基づき、日々
の様子・変化・行動等の気づきを支援経過
記録に記入し、業務日誌、申し送り帳にて情
報伝達を全職員で行い、介護計画へ反映さ
せている。離苑や転倒の突発的な事態が生
じた場合には、直ちに緊急会議を開き、対
策等について話し合いをしプランに反映して
いる。

本人、家族の要望に答えるよう努めている。
受診の付き添いや入院時の早期退院への
支援、本人・家族の状況・要望に応じて柔軟
に対応している。本人が医療が必要な時や
看取りの時に訪問看護を利用することもあ
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11）
○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32
○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

民生委員の方には、２、３ヶ月に１度行って
いる運営推進会議に参加して頂き、地域の
情報を聞く機会を設けたりして地域の方々
に協力を得ながら、利用者を支援している。
近隣の保育園の行事にも参加し園児の父
兄さんとも交流し楽しく過ごしている。

利用者の入居前からのかかりつけ医と連携
し、状態など密に連絡を取り合い対応してい
る。又、利用者の状態に応じ、いつでも往診
可能な体制を確保し訪問看護等を利用し支
援している。入居者の中には状況の応じ歯
科往診による口腔ケアや治療を受けてい
る。

契約している訪問看護師が週に１回来ホー
ムし利用者の身体状態を一人ひとり確認し
て処置等行い又、看護・介護職員が異常や
気づきを報告し対応策を助言・指示をしても
らい２４時間連絡を取れる体制をとってい
る。

入院後、定期的に病院へ出向き症状を把握
して、電話でも家族へ聞いたりし情報収集し
ている。又、医師と家族の話し合いに同席し
早期退院に向け準備している。病院に出向
いた時は地域連携室を訪室し情報収集を
行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

33 （12）
○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34
○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

　入居時や状態の変化に応じて、その都
度、事業所でできることを説明しており、本
人・家族・かかりつけ医、訪問看護と一緒に
事前に話し合いを行い、方針を検討してい
る。又、状態の変化に応じ記入してもらっ
た、本人・家族からの意思確認書をカルテに
綴じており、全職員がいつでもすぐに確認で
きるようにしている。その人らしく過ごしてい
ただけるようかかりつけ医・家族等と密に連
絡を取り合うことで連携強化を図っている。

　外部研修に参加し内部研修にて全職員が
緊急時に適切な対応ができるよう努めてい
る。又、緊急時対応マニュアルや利用者個
人の緊急連絡先を作成しすぐに対応できる
ようにしている。

洪水時や地震等を含む災害マニュアルを作成
し、全職員が把握できるようにしている。地震訓
練や洪水時避難訓練を行い又、年2回、昼・夜を
想定した消防訓練も実施し、点検委託業者の指
導にて、消防署の協力の下行っている。緊急時
には職員と地域で連携し災害に備えている。

利用者一人ひとりを尊重し、同じ目線で会話
をしたり言葉かけを行い、言葉使いや対応
に常に気を配った対応に努めている。又、朝
礼や職員会議などで確認し合い誓約書に職
員が署名し個人情報の保護を徹底し記録等
も事務所に保管している。

利用者のペースに合わせ同じ目線に立ち、柔ら
かい声で話をしながら、時にはジェスチャーや筆
談を交えて働きかけ「∼しましょうか？」と常に問
いかけ自己決定できるよう促している。自己決定
が出来ない利用者についても、声を掛けたりご家
族に意見を聞くなど意思を尊重するようにしてい
る。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

利用者個人個人のペースを把握した上で、
毎日希望を伺いケアを実践している。利用
者の思いや希望を尊重している為、食事・入
浴・就寝・起床時間等は利用者によって異な
る時間帯となっている。

服装は職員が毎日お客様と一緒に天候や
気温に考慮し意思確認後決定している。髪
形については散髪依頼をしホーム内で長さ
などを聞き行って頂いている。又、外出や行
事の際も、その時に合わせた服装やおしゃ
れができるよう支援している。

ホームの庭の畑の野菜を使うなど、季節の物を
揃えバランスのとれた献立を立て調理に生かし
ている。刻み食の利用者には献立の説明を行い
提供し介助が必要な利用者には本人のペースに
合わせスプーンの大きさを検討し対応している。
食事を楽しみにされている方が多い為楽しい時
間となるよう心掛けている。

管理栄養士の指導の下、バランスの摂れた食事
を、一人ひとりに合わせた形態にし、提供してい
る。自力にて摂取できない利用者には食事介助
し全量摂取を促し水分にてムセられる利用者に
は嚥下補助食品を利用している。食事・水分摂
取量はその都度チェックシートに記入し、一日の
トータル量の確保を把握している。

起床時、毎食後、口腔ケアの支援を行っており、
義歯洗浄剤を使用して、口臭が気にならないよう
配慮している。又、必要な方は、定期的に歯科往
診を行い、舌苔の除去等、専門的な口腔内清掃
にて、清潔保持に努めている。うがいができない
利用者には歯磨きティッシュを使用し口腔ケアを
行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

利用者の排泄パターンを把握しトイレへ案
内している。昼間はトイレを活用し、夜間は
オムツ希望の利用者以外は、トイレに案内
している。行動を観察しその都度、場所を工
夫しながら案内している。パット内に排泄さ
れる方は尿量に合わせ使用するパットを随
時検討している。

日々の排泄パターンを記録するだけでなく、
便秘予防として、乳製品の摂取や、細めな
水分補給、トイレに座る習慣ができるような
環境作り、適度な運動も取り入れながら支
援している。又、身体機能によって自力での
排泄が難しい利用者に対しては、主治医や
薬剤師、訪問看護と相談しながら定期的に
腹部のマッサージを行って排泄を促し、体調
を崩されないよう支援している。

利用者の状態や入浴前のバイタル確認を行い安
全で要望に沿った入浴をすることが出来る。ゆっ
くり入浴して頂く為に入浴時間については、利用
者一人ひとりの希望や状態に合わせ気分転換と
清潔保持に努めている。ゆず湯や菖蒲湯など季
節感も味わって頂けるよう工夫している。入浴拒
否の利用者には時間をおいて再度声掛けしてい
る。

昼間の活動が夜間の安眠につながるという
考えの下で、通常は散歩したり保育園児と
交流するなど、生活リズムの確立を図って
いる。昼寝を希望される時には、居室だけで
なくゆっくり寛げるソファーなども利用し、気
持ちよく過ごせるよう支援している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

薬の服用については、全職員が対応できる
よう、薬剤情報紙を活用し、把握している。１
回に複数の薬を服薬される利用者に対して
は、薬袋に薬名をつけ、薬が見分けやすい
よう配慮している。服薬後は必ずチェック表
に記録し、利用者の身体状態に変化のある
場合は、かかりつけ医に相談し、指示を頂
いている。

利用者が、洗濯物たたみやテーブル拭きな
どこれまでの本人の日常生活の役割を自然
に継続できるよう取り組んでいる。嗜好品の
家族からの差し入れ、誕生日の贈り物など
喜ばれ気分転換にもなっている。

気候がいい日は庭での日光浴や散歩は日
課であり例年は保育園へは交流を目的に出
かけて行事等にも積極的に参加している。
初詣やお花見など季節に応じた外出の機会
を設けている。

個人の必要経費は全利用者が事業所の立
替にて対応している。コロナ禍にて利用者本
人が買い物に行くことは控えているが、依頼
があれば希望や要望に応じ担当の職員が
代行して支援している。

利用者からの要望があればいつでも家族等
電話をし安心されるよう支援している。又、
希望があれば手紙や年賀状のやり取りも支
援している。

食堂からは田んぼが見わたせ、また紅葉な
どの木々の色合いで四季を感じると共に、
木々を透しての柔らかい日差しが入ることに
より心地よい雰囲気である。また、畳のス
ペースでは洗濯物たたみやごろ寝ができる
など居心地よく過ごせるよう配慮し、ゆとり
のある生活が楽しめる空間作りに取り組ん
でいる。
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自
己

外
部
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自己評価

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

　ホーム内は、利用者が自立した生活を送
れるようトイレや浴室だけでなく、廊下など
全周にわたり手すりを設置している。　ま
た、ご自分の居室がわかりやすいよう、居室
ドアなどに、利用者が職員と一緒に作成した
名札や人形などをかけ、分かりやすく、又、
愛着がもてるように工夫している。又、言葉
掛けや寄り添いも、利用者が混乱しないよう
時間やタイミングを、一人ひとりに合わせて
行っている。

食堂は、ＴＶや、テーブルの配置に気を配
り、一角には、足を伸ばして横になれる畳ス
ペースを設け共用の場でもしきりを用いて一
人の空間を保てる配慮を行っている。又、畳
スペースは気の合う利用者と集える場でも
あり、和やかな居場所作りの工夫に努めて
いる。

利用者、家族と継続して話し、以前の生活
に沿った利用者の生活スタイルに近づける
ように臨機応変に対応している。できるだけ
本人の使い慣れた家具や写真など馴染み
の物を家族に自由に持ち込んでもらってい
る。
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グループホーム清陽事業所名　　　　　　　　　　　 

令和 6 年 3 月 26作成日　 令和　　年　　月　　日

【目標達成計画】

1 2

2

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。

注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

人との接触が少ない場所
への野外活動を行う（四
季それぞれの花見等）

１年間

現状における
問題点、課題

新型コロナ感染拡大防止
にて地域との交流を控え
ていたが、今後は以前の
様な取り組みを行ってい
きたい

２　　目　標　達　成　計　画

目標達成に
要する期間

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

地域の行事の参加や野外
活動を積極的に行う

優
先
順
位

項
目
番
号


